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紙面から２月の出来事

●時　事

13日  北朝鮮核問題、6ヵ国協議で合意

17日  横内正明新知事就任

●山梨県中央会ニュース

  8日  正副会長会議

  9日  労改連新春交流会

22～23日  関東甲信越静ブロック中央会

 指導員等研究会

３月の予定

  6日  正副会長会議、理事会

    　  UIターン支援説明会

11日  中小企業組合まつり

2面　施策情報/息吹

3面　景況情報/業界の声

4面　アクティブkumiai

5面　Hello!組合事務局/Study room

6面　新年互例会を開催/ただいま研究中

7面　ジョブサポートだより/情報BOX

8面　石和温泉健康増進プラン
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山
梨
県
内
の
労
働
事
情
に
つ
い
て

山
梨
県
内
の
労
働
事
情
に
つ
い
て

山
梨
山
梨
県
内
の
労
働
事
情
に
つ
い
て

山
梨

こ
れ
は
、中
小
企
業
の
労
働
事
情
を
把
握
す
る
た
め
、毎
年
１
回
、全
国
一
斉
に
調
査
を
実
施

し
て
い
る
中
か
ら
山
梨
県
内
の
集
計
結
果
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

調
査
項
目
の
概
要

1.

経
営
に
つ
い
て

2.

従
業
員（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
を
除
く
）の
労
働
時
間

に
つ
い
て

3.

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

雇
用
状
況
等
に
つ
い
て

4.

高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
に

つ
い
て

5.
団
塊
世
代
の
退
職
が
経
営

に
与
え
る
状
況
に
つ
い
て

6.

従
業
員
の
雇
用
状
況
に
つ

い
て

7.

新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ

い
て

8.

賃
金
改
定
に
つ
い
て

Ⅰ 

回
答
事
業
所
の
概
要

○
県
内
の
6
0
0
事
業
所
を
対

象
に
郵
送
に
よ
る
調
査
を
行

い
、
2
9
9
事
業
所
か
ら
回

答
を
得
た
。
内
訳
は
製
造
業

1
0
2
事
業
所
、
非
製
造
業

1
2
7
事
業
所
で
、回
答
率
は
、

38
・
2
％
と
な
っ
た
。

○
従
業
員
は
、﹁
正
社
員
﹂が
73
・

9
%
、﹁
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
﹂

が
16
・
6
%
、﹁
派
遣
﹂が
2
%
、

﹁
ア
ル
バ
イ
ト
・
そ
の
他
﹂が
7
・

5
%
と
な
っ
て
お
り
、
従
業

員
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

正
社
員
の
割
合
が
少
な
く
な

る
傾
向
に
あ
る
。

○
常
用
労
働
者
の
年
齢
構
成
は
、

﹁
34
歳
以
下
﹂の
い
わ
ゆ
る
若

年
者
の
割
合
が
29
・
9
％
、﹁

45
歳
以
上
﹂
の
高
齢
者
の
割

合
が
26
・
6
％
と
な
っ
て
お
り
、

従
業
員
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
若
年
者
の
占
め
る
割
合

が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

Ⅱ 

調
査
結
果
の
概
要

１.

経
営
に
つ
い
て

○
経
営
状
況
は
、﹁
良
い
﹂
8
・

7
%︵
昨
年
比
0
・
7
％
増
︶、

﹁
変
わ
ら
な
い
﹂50
・
7
%︵
昨

年
比
6
・
5
％
増
︶
、﹁
悪
い
﹂

40
・
6
%
︵
昨
年
比
7
・
2
％

減
︶
と
な
っ
て
お
り
、
経
営

状
況
の
改
善
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
業
種
別
で
は
、
非
製

造
業
よ
り
も
製
造
業
で
の

改
善
傾
向
が
高
く
、
従
業
員

規
模
別
で
は
、
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
改
善
傾
向
が

良
い
。

○
主
要
事
業
の
今
後
の
方
針
は
、

﹁
強
化
拡
大
﹂
は
前
回
調
査

と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
が
、

﹁
現
状
維
持
﹂
が
昨
年
比
6
・

2
%
増
、﹁
縮
小
・
廃
止
﹂
が

昨
年
比
5
・
6
％
減
と
な
っ

て
い
る
。

２.
従
業
員（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

短
時
間
労
働
者
を
除
く
）の

労
働
時
間
に
つ
い
て

○
週
所
定
労
働
時
間
は
、﹁
40
時

間
以
下
﹂が
前
回
調
査
84
・
6

％
か
ら
、今
回
88
・
9
％
へ
と
、

4
・
3
％
増
加
し
て
お
り
、所

定
労
働
時
間
の
短
縮
化
が
見

ら
れ
る
。

○
月
平
均
の
従
業
員
1
人
当
り

の
残
業
時
間
は
、﹁
残
業
な
し
﹂

22
・
9
％
、﹁
１
〜
10
時
間
未
満
﹂

24
・
7
%
、﹁
10
〜
20
時
間
未
満
﹂

23
・
3
%
、
な
ど
昨
年
と
大
き

な
変
化
は
な
い
が
、
従
業
員

規
模
が
小
さ
な
事
業
所
ほ
ど

残
業
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

３.

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

雇
用
状
況
等
に
つ
い
て

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
活

用
す
る
理
由︵
複
数
回
答
︶の

上
位
は
、﹁
人
件
費
が
割
安
だ

か
ら
﹂
44
・
6
%
、﹁
簡
単
・
単

純
な
仕
事
だ
か
ら
﹂34
・
4
%
、

﹁
一
時
的
な
繁
忙
に
対
応
す

る
た
め
﹂25
・
8
％
、﹁
１
日
の

忙
し
い
時
間
帯
に
対
応
す
る

た
め
﹂22
・
8
%
と
な
っ
て
お

り
、
逆
に
回
答
が
少
な
か
っ

た
の
は
、﹁
正
社
員
を
減
ら
し

た
い
か
ら
﹂8
・
4
％
、﹁
人
が

集
め
や
す
い
か
ら
﹂9
・
3
％

で
あ
っ
た
。

４.

高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
に

つ
い
て
 



○
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の

義
務
付
け
に
伴
う
対
応
状
況

に
つ
い
て
は
、﹁
継
続
雇
用
を

導
入
﹂53
・
7
％
、﹁
62
歳
以
上

の
定
年
制
に
引
き
上
げ
た
﹂

11
・
8
％﹁
定
年
の
定
め
を
廃

止
﹂18
・
7
％
、﹁
対
応
し
て
い

な
い
﹂25
・
8
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
な
お
、
従
業
員
規
模
の
小
さ

な
事
業
所
ほ
ど
対
応
し
て
い

な
い
事
業
所
の
割
合
が
高
い

傾
向
に
あ
る
。

○
継
続
雇
用
の
形
態︵
身
分
︶︵
複

数
回
答
︶
は
、﹁
嘱
託
社
員
・
契

約
社
員
﹂44
・
7
％
、﹁
正
社
員
﹂

39
％
、﹁
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
・
ア
ル
バ
イ
ト
﹂
21
・
1
％

の
順
に
な
っ
て
い
る
。

○
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
に
あ

た
っ
て
の
課
題
︵
複
数
回
答
︶

は
﹁
賃
金
体
系
や
水
準
の
見

直
し
﹂
60
・
3
％
、﹁
役
員
や
人

事
制
度
の
見
直
し
﹂
26
・
4
％

な
ど
課
題
を
抱
え
て
い
る
一

方
、﹁
特
に
問
題
に
な
る
こ
と

は
な
い
﹂
も
25
・
6
％
と
な
っ

て
い
る
。

５.

団
塊
の
世
代
の
退
職
が
経
営

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

○
団
塊
の
世
代
︵
昭
和
22
年
か

ら
26
年
頃
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
々
︶の
正
社
員
数
は﹁
０
人
﹂

33
・
9
％
、﹁
１
人
﹂21
・
1
％
、

﹁
２
人
﹂15
・
4
％
、﹁
３
〜
４
人
﹂

12
・
3
％
と
な
っ
て
お
り
、調

査
回
答
事
業
所
の
約
3
分
の

2
の
事
業
所
で
団
塊
の
世
代

を
雇
用
し
て
い
る
。

○
団
塊
世
代
の
退
職
が
経
営
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

か
の
設
問
に
対
し
、﹁
影
響
は

な
い
﹂48
・
7
％
、﹁
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
強
い
﹂28
・
7
％
、﹁
分

か
ら
な
い
﹂16
・
7
％
と
回
答

し
て
い
る
が
、﹁
プ
ラ
ス
の
影

響
が
強
い
﹂
と
回
答
し
た
事

業
所
も
6
％
あ
っ
た
。

○
プ
ラ
ス
の
影
響
の
理
由
︵
複

数
回
答
︶
と
し
て
は
、﹁
人
件

費
の
削
減
﹂88
・
9
％
、﹁
企
業

内
の
活
性
化
﹂33
・
3
％
、﹁
新

技
術
導
入
が
可
能
﹂﹁
過
剰
労

働
力
の
解
消
﹂11
・
1
％
が
上

位
と
な
っ
た
。

○
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
の
理
由︵
複

数
回
答
︶
は
、﹁
技
術
水
準
の

低
下
﹂53
・
6
％
、﹁
労
働
力
の

低
下
﹂50
・
1
％
、続
い
て﹁
技

能
の
継
承
手
段
の
喪
失
﹂42
・

3
％﹁
ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
﹂36

・
9
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
経
験
を
必
要
と
す
る
技

術
的
な
職
務
で
、
団
塊
の
世

代
へ
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

６.

従
業
員
の
雇
用
状
況
に
つ

い
て
 
 

　
雇
用
形
態
に
よ
る
従
業
員

の
過
不
足
状
況
は
、﹁
適
正
﹂

が
正
社
員
で
58
・
7
％
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
66
・
1
％
、

派
遣
社
員
で
は
78
・
9
％
、﹁
過

剰
﹂
ま
た
は
﹁
不
足
﹂
が
正
社

員
で
32
・
4
％
、パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
が
28
・
8
％
、派
遣

社
員
は
10
・
6
％
と
な
っ
て

い
る
。

　
雇
用
の
流
動
性
が
低
い
、

派
遣
社
員
よ
り
も
パ
ー
ト
、

パ
ー
ト
よ
り
も
正
社
員
ほ
ど

過
不
足
感
が
高
い
結
果
と
な

っ
た
。

７
））

７.７.

新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ

.

い
て

○
平
成

））
○

18
年
３
月
新
規
学
卒
者

１
人
当
た
り
平
均
初
任
給
額

︵
単
純
平
均
︶
は
、﹁
高
校
卒
﹂

技
術
系
１
６
３,
３
２
７
円︵
昨

年
比
３
８
６
円
増
︶、事
務
系

１
５
５,
８
６
６
円
︵
昨
年
比

１
４,
１
４
１
円
増
︶
。﹁
大
学

卒
﹂
技
術
系
１
９
４,
７
１
３

円
︵
昨
年
比
１
０,
５
２
９
円

増
︶
、
事
務
系
１
９
６,
４
０

０
円︵
昨
年
比
８,
０
８
６
円
︶

な
ど
い
ず
れ
も
上
昇
し
て
い

る
。

○
平
成
19
年
３
月
の
新
規
学
卒

者
の
採
用
計
画
は
、﹁
あ
る
﹂

と
回
答
し
た
事
業
所
は
18
・
8
%
、

﹁
な
い
﹂
又
は
﹁
未
定
﹂
が
81
・

2
％
と
な
り
、
昨
年
と
比
較

し
て
目
立
っ
た
動
き
は
な
い

が
、﹁
な
い
﹂
又
は
﹁
未
定
﹂
が

8
割
以
上
も
あ
り
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

８.

賃
金
改
定
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
７

月
１
日
ま
で
の
間
の
賃
金
改

定
実
施
状
況
は
、﹁
引
き
上
げ

た
﹂29
・
7
%︵
昨
年
比
2
・
8

％
増
︶
、﹁
７
月
以
降
引
き
上

げ
る
予
定
﹂10
％︵
昨
年
比
4
・

4
％
増
︶
、﹁
今
年
は
実
施
し

な
い
︵
凍
結
︶
﹂
5
・
7
%
︵
昨

年
比
4
・
7
％
減
︶と
な
っ
て

お
り
、
賃
金
の
引
き
上
げ
の

傾
向
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

○
賃
金
改
定
を
実
施
し
た
事
業

所
の
平
均
賃
金
を
見
て
も
２

５
９,
６
８
６
円
で
、
平
均
昇

給
額
は
４,
１
３
３
円
、
平
均

昇
給
率
は
1
・
59
%
上
昇
し

て
い
る
。

ま
と
め

　
昨
年
と
比
較
す
る
と
、﹁
経
営

状
況
﹂は
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
、

﹁
新
規
学
卒
者
の
初
任
給
﹂や﹁
賃

金
改
定
実
施
状
況
﹂
か
ら
も
賃

金
は
上
昇
し
て
お
り
、
景
気
の

回
復
が
言
わ
れ
る
状
況
と
一
致

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。し
か
し
、

﹁
団
塊
の
世
代
の
退
職
に
伴
う

影
響
﹂や﹁
従
業
員
の
雇
用
状
況
﹂

で
は
、
約
３
割
の
事
業
所
で
正

社
員
が﹁
過
剰
﹂又
は﹁
不
足
﹂
と

回
答
し
、﹁
新
卒
者
の
採
用
計
画
﹂

は﹁
な
い
﹂又
は﹁
未
定
﹂
が
８
割

以
上
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
経

営
の
不
安
要
素
や
先
行
き
の
不

透
明
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
ま
た
、﹁
経
営
状
況
﹂﹁
労
働
時

間
﹂﹁
高
齢
者
の
継
続
雇
用
﹂
な

ど
随
所
に
従
業
員
規
模
に
よ
る

格
差
傾
向
が
見
ら
れ
、
企
業
間

格
差
の
拡
大
懸
念
が
あ
る
。

つながりを構築し
連携の強化を
つながりを構

　バブル経済崩壊後、雇用・就労形態が多様
化し、企業の人件費の削減、労働者の就労ス
タイルの多様化と相俟って、近年、労使双方
の労働事情は変容しております。また、本調
査においても、中小企業における労働事情は、
団塊の世代の退職に伴う影響や高齢者の継
続雇用など企業間格差の拡大懸念が見受け

られます。このような時にこそ、私ども中央会は活動テーマとして「恕
の心（おもいやりの心）」を掲げ、積極的な事業を展開していく所存であ
ります。とくに労働分野においては、人と人、企業と企業のつながりを
構築することにより、連携の強化を図り、会員事業所の労働事情の改善
に努めてまいります。皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

宮川睦武会長



息
吹

ibuki
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団
塊
の
世
代
に
再
活
躍
を
。

　
１
９
４
７
年
か
ら
49
年
に
か
け
て
、戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

に
生
ま
れ
た
﹁
団
塊
の
世
代
﹂
は
約
７
０
０
万
人
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。こ
の
人
た
ち
が
２
０
０
７
年
か
ら
０
９
年
の
短

期
間
に
60
歳
定
年
を
迎
え
、職
業
生
活
な
ど
の
第
一
線
を
支

え
て
き
た
世
代
が
い
な
く
な
る
た
め
人
材
不
足
が
懸
念
さ

れ
た
り
、も
の
づ
く
り
な
ど
の
技
術
継
承
に
支
障
が
出
て
き

た
り
す
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。


　
こ
う
し
た
問
題
は
、
経
済
の
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社

会
的
、
文
化
的
な
分
野
に
も
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
や

企
業
社
会
な
ど
の
対
応
を
再
点
検
し
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。


　
ま
ず
は
、団
塊
世
代
の
力
を
引
き
続
い
て
い
か
に
活
用
し

て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
が
昨
年
の
12
月
に

ま
と
め
た﹁
中
高
年
者
縦
断
調
査
﹂の
結
果
で
は
、団
塊
世
代

を
含
む
50
代
の
七
割
が
﹁
60
歳
以
降
も
仕
事
を
し
た
い
﹂
と

考
え
て
い
る
。65
歳
に
な
る
ま
で
は
働
い
て
得
た
所
得
で
生

活
を
賄
う
と
い
う
人
も
半
数
以
上
で
あ
っ
た
。
思
う
に
は
、

年
金
生
活
へ
の
不
安
や
ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
い
う
意
志
を

持
つ
人
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。


　
さ
て
、
中
央
会
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
首
都

圏
の
団
塊
世
代
の
退
職
予
定
者
を
対
象
に
県
内
企
業
へ
の

再
就
職
を
支
援
す
る
﹁
地
域
雇
用
開
発
活
性
化
事
業
﹂
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
製
造
業
で
は
、技
能
継
承
に
係
る
企
業
の
状
況
を
み

る
と
、規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
若
手
従
業
員
の
確
保
が
難

し
く
、
優
れ
た
技
術
・
技
能
等
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、首
都
圏
の
大
手
製
造
業
な
ど
で

高
度
技
術
や
熟
練
技
能
を
習
得
し
た
退
職
予
定
者
ら
を
Ｕ

タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
県
内
企
業
が
活
用
し
、技
術
力

向
上
の
た
め
に
活
躍
し
て
も
ら
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
定
年
退
職
者
が
、
仕
事
か
ら
離
れ
自
由
な
憩
い
の
時
間
を

選
ぶ
の
も
自
然
な
姿
だ
が
、働
く
意
思
の
あ
る
団
塊
世
代
が

培
っ
た
知
識
・
技
術
を
生
か
し
な
が
ら
働
け
る
こ
と
を
目
指

し
た
、よ
り
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

組合法施行規則で示された区分等をふまえた様式例が全国中央会より示されました。特に事業報告書を詳細に作る必要があります。

※　　　部分は、省令施行後最初に到来する決算期（つまり、４月１日以降の日を事業年度末とする組合）に記載が義務づけられます。

Ⅰ事業活動の概況に関する事項
　１ 当該事業年度における主要な事業毎の事業活動の内容、経過及び成果
　２ 増資及び資金の借入れその他の資金調達の状況
　３ 設備投資の状況
　４ 業務提携等重要事項の概要
　５ 直前３事業年度の財産及び損益の状況
　６ 対処すべき重要な課題・組合の現況に関する重要な事項

Ⅱ運営組織の状況に関する事項
　１ 毎事業年度における総会の開催状況（開催日時、出席者数、主な議案の議決
　　 状況等）
　２ 組合員数及び出資口数の増減（前年度末現在、期間中移動、本年度末現在）

　３ 役員に関する事項
　　（1）役員の氏名及び職制上の地位及び担当
　　（2）兼務役員についての重要な事実（外部会社等における役職等）
　　（3）辞任した役員の氏名
　４ 職員の状況及び業務運営組織図
　　（1）職員の状況（前期末・期間中移動・当期末の人数、勤続年数等）
　　（2）組織図
　　（3）組合と協力関係にある組合員が構成する組織の概要
　５ 施設の設置状況（主たる事務所及び組合が所有する施設毎の施設名称、所在
　　 地等）
　６ 組合の運営組織の状況に関する重要な事項

算関係書類、事業報告書、監査報告の作成算関係書類、事業報告書、監査報告の作成算関係書類、事業報告書、監査報告の算関係書類、事業報告書、監査報告の決算関係書類、事業報告書、監査報告の作決算関係書類、事業報告書、監査報告の作決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成算関係書類、事業報告書、監査報告の作、事業報告書、監査報告決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成決算関係書類、事業報告書、監査報告の
決算関係書類に関する作成・手続き き
①決算関係書類及び事業報告書は、監事の監査を受

けた上で理事会の承認を受けなければならない

②理事は、理事会の承認を受けた決算関係書類、事

業報告書及び監査報告を、通常総会の通知ととも

に組合員に提供しなければならない

③組合は、通常総会の２週間前までに決算関係書類

及び事業報告書を主たる事務所及び従たる事務

所（従たる事務所は写し）に備え置かなければな

らない

留意点 点
　監事は、組合から決算関係書類（業務監査権限を

有する監事は事業報告書を含む）を提供されてから

原則４週間を経過した日までに監査報告を行う義

務が課せられ、通常総会の２週間前までに決算関係

書類及び事業報告書を事務所へ備え置くことが義

務づけられました。このため、年度末終了後に速や

かに決算関係書類、事業報告書を作成する必要があ

ります。

　ただし、監事が決算関係書類（業務監査権限を有

する監事は事業報告書を含む）の提供を受けてから

４週間を経過する日以前に監査報告を行うことは

可能ですので、監事の監査能力や監査に要する実際

の期間を見極め、組合で検討することが肝要です。

▼スケジュール例▼

  sun mon tue wed thu fri sat

   4/1  2  3  4  5  6  7

   8  9  12  13  14

   15  16  17  18  19  20  21

   22  23  24  27  28

   29  30  5/1  2  3  4  5

   6  7  8    9  10  11  12

   13  14  15  16  17  18  19

   20  21  22  23  24    25  26

   27  30  31

H19/4/1～1 5/31～ （3（ 月3 31月 日決算、1 5、5月5 9月 日理事会、9 5、5月5 25月2 日通常総会の場合）5

決算関係 決書類等作成 書
決算関係書
類等を監事
に提出

決算関係書
類等事務所
備え置き

通常総会

行政庁へ
提出

理事に監査
報告通知 理事会

理事会招集
通知発出

総会招集
通知発出

4
週
間
経
過
し
た
日

4
週

1週間前1

2
週
間
前

2
週

2週間以内2

10日前0

監事が理事に監査報告を
通知すれば期間の短縮可

理事全員の同意があれば
招集手続きの省略可

組合員全員の同意があれば
招集手続き省略可 可 
（この場合、招集通知発出の際に
  必要な添付書類も不要） 必
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sデータから見た

業界の動き
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成19年１月分）

　平成19年１月の月次景況調査（情報連絡員報告）
の結果、「製造業」のDI値は、売上高－35ポイント(対
前月△10)、収益状況－25ポイント(対前月＋5)、
景況感－30ポイント(対前月同)となっており、売
上高については過去一年間の中で最も悪い数値。 
　「非製造業」のDI値については、売上高－43ポイ
ント(対前月△20)、収益状況－46(対前月△16)、
景況感－53(対前月△37)と多少回復を見せた先
月のDI値と比べ全ての項目において大幅に悪化し
ている。 
　今回のDI値悪化の要因としては、「暖冬による季
節商品売上げの伸び悩み」（衣料・織物・ガソリン・輸
送関連）と、「原油価格の高止まり、原材料価格高の
影響により製品価格が上昇し消費が鈍化」（機械器具・
和紙・貴金属）したことが大きく影響しているものと、
各情報連絡員の報告から読みとることができる。 
　「いざなぎ景気」(57ヶ月間)を超えた今回の景気
拡大と言われているが、中小企業者にとっては景気好調という実感がなく、先行きに
も不安をかかえている現実が示された結果となっている。

声

業業
界
の
声

　


山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
斉
木
重
夫 

氏

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

■
実
感
が
も
て
な
い
景
気
回
復
、

　
個
人
消
費
の
動
向
如
何
？
 

　
１
月
度
の
月
次
景
況
調
査
に

よ
る
と
売
上
増
加
と
報
告
し
て

い
る
業
種
は
機
械
金
属
加
工
業

と
電
気
機
器
製
造
業
及
び
自
動

車
小
売
業
の
み
で
、
こ
の
他
の

業
種
は
全
て
売
上
増
加
よ
り
売

上
減
少
と
回
答
す
る
企
業
が
上

回
っ
て
い
る
。


　
売
上
増
加
業
種
の
中
で
も
、

個
人
の
消
費
に
直
接
関
係
し
て

い
る
の
は
自
動
車
の
み
、
し
か

し
自
動
車
業
界
は
高
齢
化
社
会

突
入
に
伴
い
今
後
の
市
場
縮
小

を
懸
念
し
て
お
り
、
楽
観
視
は

で
き
な
い
。


　
今
回
の
景
気
拡
大︵
回
復
︶に

つ
い
て
は
、
一
部
の
大
企
業
の

み
で
、
地
方
の
中
小
企
業
者
に

と
っ
て
は
ま
っ
た
く
実
感
の
わ

か
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
原
油
価
格
高

騰
に
伴
う
燃
料
等
の
価
格
上
昇
、

社
会
保
険
料
・
住
民
税
の
値
上

げ
な
ど
、
個
人
の
投
資
や
消
費

を
鈍
ら
せ
る
材
料
が
多
い
中
、

今
後
の
個
人
消
費
の
動
向
に
よ

っ
て
は
中
小
企
業
の
経
営
に
あ

た
え
る
影
響
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。


※
山
梨
県
が
ま
と
め
た「
統
計
情
報

や
ま
な
し
」に
よ
る
と
、１
世
帯

当
た
り
１
カ
月
間
の
平
均
収
支（
甲

府
市
・
勤
労
者
世
帯
・
平
成
18
年

10
月
現
在
）、は
平
成
17
年
度
の

同
月
比
1
1
2
％
で
あ
る
が
、支

出
は
1
3
9
％
と
拡
大
、し
か
し

支
出
の
内
訳
を
み
る
と
、地
代
家

賃
、光
熱
費
及
び
交
通
・
通
信
費

が
昨
年
の
も
の
よ
り
最
高
で

2
0
0
％
と
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

逆
に
住
居
に
お
け
る
設
備
修
繕

や
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は

昨
年
の
33
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、被

服
、教
養
・
娯
楽
に
つ
い
て
の
支

出
も
昨
年
同
期
を
下
回
る
水
準

と
な
っ
て
い
る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
水
産
加
工
／
新
規
開
拓
の
婚

礼
向
け
食
材
が
好
調
で
あ

る
が
、
原
材
料
が
高
騰
し
て

お
り
、
採
算
面
で
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

●
繊
維
工
業
／
暖
冬
の
影
響
が

大
き
く
、
売
上
げ
は
大
幅
に

落
ち
て
い
る
。

●
家
具
製
造
業
／
地
方
景
気
は

確
実
に
悪
化
し
て
い
る
気

が
す
る
。

●
紙
製
造
業
／
重
油
価
格
は
対

象
下
が
っ
た
も
の
の
、
主
原

料
で
あ
る
パ
ル
プ
は
価
格

上
昇
し
て
い
る
。
製
品
価
格

の
上
昇
に
伴
い
、
売
上
高
が

減
少
し
て
い
る
。

●
骨
材
製
造
／
公
共
工
事
の
減

少
が
大
き
く
影
響
し
、
売
上

が
減
少
、
さ
ら
に
生
産
に
係

る
費
用
が
上
昇
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
収
益
が
悪
化
し

て
い
る
。

●
貴
金
属
製
造
／
地
金
の
価
格

が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
受
注
数
量

は
小
ロ
ッ
ト
で
あ
り
、
業
界

全
体
が
低
調
な
ム
ー
ド
。
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
き

そ
う
で
あ
る
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
卸
売
業
／
暖
冬
の
影
響

が
大
き
く
、
衣
糧
品
全
体
で

取
引
量
が
減
少
し
て
い
る
。

春
物
の
生
産
も
始
ま
っ
て

い
る
が
、
生
産
量
も
押
さ
え

気
味
で
、
商
品
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
若
干
乏
し
い
た
め
、

発
注
も
ひ
か
え
め
な
小
売

店
が
目
立
つ
。

●
貴
金
属
卸
売
業
／
ク
リ
ス
マ

ス
商
戦
以
降
販
売
が
低
調
、

高
額
品
よ
り
も
安
価
な
シ

ル
バ
ー
製
品
に
動
き
が
あ
る
。

●
水
産
物
小
売
業
／
小
売
店
の

品
揃
え
が
少
な
い
こ
と
、
ま

た
相
次
ぐ
ス
ー
パ
ー
の
出

店
に
よ
り
消
費
者
の
小
売

店
ば
な
れ
ば
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
マ
グ
ロ
の
捕
獲
制
限

に
よ
っ
て
仕
入
価
格
が
高

騰
し
、
そ
れ
を
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
な
い
こ
と
か
ら

経
営
は
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

●
電
機
器
具
小
売
業
／
新
年
を

迎
え
、
大
幅
に
市
場
が
減
少

し
て
い
る
。
春
の
新
商
品
に

向
け
て
、
様
子
見
の
消
費
者

が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

●
石
油
小
売
業
／
ガ
ソ
リ
ン
の

需
要
は
低
調
、
ま
た
灯
油
も

暖
冬
の
影
響
か
ら
２
割
程

度
販
売
量
が
落
ち
込
ん
で

い
る
。

業
界
の
現
況
は
い
か
が
で
す
か
？

　
近
年
、
自
動
車
整
備
業
界
の
売
上
高
は
全
国
的
に
み
る
と

若
干
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
山
梨
県
内
で
は
減

少
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
山
梨
県
の
人
口
が
少
子
高
齢
化
等
を
要
因
に
35

年
ぶ
り
に
減
少
し
た
事
が
影
響
し
て
お
り
、
今
後
の
事
業
活

動
を
行
う
上
で
の
不
安
要
素
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
自
身
や
国
の
認
証
資
格
を

取
得
し
な
い
所
謂
車
検
代
行
業
者
が
実
施
す
る
ユ
ー
ザ
ー
車

検
の
台
数
が
急
増
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
に
は
全
国
で
３

０
０
万
台
を
超
え
る
な
ど
、
継
続
検
査
台
数
の
約
１
割
を
占

め
る
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
当
県
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
状

況
の
中
、
整
備
業
界
と
し
て
は
整
備
技
術
向
上
に
よ
る
差
別

化
や
ユ
ー
ザ
ー
の
自
己
管
理
責
任
意
識
の
高
揚
等
を
積
極
的

に
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
業
界
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
事
は
何
で
す
か
？

　
﹃
業
界
健
全
化
対
策
﹄﹃
安
全
公
害
防
止
対
策
﹄﹃
自
動
車
使

用
者︵
ユ
ー
ザ
ー
︶対
策
﹄﹃
整
備
技
術
向
上
対
策
﹄及
び﹃
自
動

車
検
査
登
録
対
策
﹄
を
主
な
事
業
と
し
て
業
界
適
正
化
の
た

め
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、地
域
の
安
全
と
安
心
の
確
保
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
に
着
目
し
、

平
成
17
年
か
ら

社
会
貢
献
活
動

と
し
て﹁
こ
ど
も

１
１
０
番
の
お
店
﹂

事
業
を
実
施
し
、

地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
、学
校
、

保
護
者
、地
域
住

民
等
と
連
携
し

な
が
ら
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

■製造業（DI値の推移）

■非製造業（DI値の推移）

■合計（DI値の推移）
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「こども110番のお店」事業ではてんけん君とせいびちゃん
も大活躍

い

か

ん
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

味
噌
づ
く
り
体
験

　
　
　
　
in
湯
村
温
泉
開
催

防
犯
拠
点

「
か
け
こ
み
１
１
０
番
連
絡
所
」

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
応
用
技
術
で

生
産
効
率
と
品
質
の
ア
ッ
プ
を
実
現

山梨県中小企業労務改善団体連合会

湯村温泉旅館協同組合

山梨県石油協同組合

TOPICS

TOPICS

TOPICS

栽培中の甲斐のアワビ茸

小学校を訪問し普及に努める組合幹部

こうじを冷ます子供たち

　
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
︵
輿
石
保

理
事
長
︶は
、昨
年
の
平
成
17
年
度
よ

り
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
の
補

助
事
業
で
地
域
事
業
環
境
整
備
支
援

事
業︵
社
会
貢
献
事
業
︶を
実
施
し
て

い
る
。

　
こ
の
事
業
で
は
、近
年
、小
中
学
校

の
通
学
路
を
中
心
に
出
没
す
る
不
審

者
や
、あ
る
い
は
、子
供
や
女
性
ま
た

は
、
老
人
等
の
弱
者
を
狙
っ
た
犯
罪

が
増
え
て
い
る
中
で
、
こ
れ
ら
対
策

と
し
て
、
弱
者
を
犯
罪
か
ら
未
然
に

防
止
し
、あ
る
い
は
、犯
罪
の
早
期
発

見
を
目
的
と
し
地
域
に
密
着
し
て
い

る
、
同
組
合
の
加
盟
４
５
０
給
油
所

を
、防
犯
拠
点﹁
か
け
こ
み
１
１
０
番

連
絡
所
﹂
と
し
て
指
定
し
た
社
会
貢

献
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、弱
者
に﹁
か
け
こ
み
１
１
０
番
連
絡
所
﹂を
ピ
ー
ア
ー
ル

す
る
た
め﹁
こ
ま
っ
た
と
き
は
、い
つ
で
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ
﹂と

印
刷
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、

県
内
の
小
学
校
２
０
８
校
の
小
学
生
約
５
万
４
千
人
に
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、小
学
校
２
０
８
校
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、﹁
怪
我
を
し
た
と
き
﹂﹁
道
に
迷
っ
た
と
き
﹂﹁
知
ら
な
い
人
に
誘
わ
れ

た
と
き
﹂あ
る
い
は﹁
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
﹂に
は
、迷
わ
ず
児

童
に
﹁
か
け
こ
み
１
１
０
番
連
絡
所
﹂
を
利
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
周

知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
県
警
本
部
や
教
育
委
員
会
と
の
協
力
体
制
の
強

化
に
努
め
た
。

　
来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
小
学
校
の
新
入
児
童
や
、
保

育
園
児
、
幼
稚
園
児
へ
資
料
を
新
た
に
配
布
し
﹁
か
け
こ
み
１
１
０
番

連
絡
所
﹂を
周
知
し
て
い
く
。

　
組
合
で
は
、
こ
の
事
業

を
通
じ
、
弱
者
を
狙
っ
た

犯
罪
が
少
し
で
も
減
少
し
、

地
域
へ
の
社
会
貢
献
が
出

来
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
給
油
所

が
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ

れ
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
と
期

待
し
て
い
る
。

普及用資料

湯村温泉による料理のふるまい

講演する秋山氏

　
山
梨
県
中
小
企
業
労
務

改
善
団
体
連
合
会
︵
大
宮
山

磐
会
長
︶
は
、
２
月
９
日
研

修
事
業
の
一
環
と
し
て
会

社
見
学
会
を
開
催
し
た
。
会

社
見
学
会
は
昨
年
よ
り
開

催
し
て
お
り
、
２
回
目
と
な

る
今
回
は
、
韮
崎
市
の
株
式

会
社
ア
イ
・
ビ
ー
・
ア
イ
本

社
を
訪
問
し
、﹁
企
業
活
動

と
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
を
テ

ー
マ
に
事
業
概
要
や
特
色

あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
秋
山
幸
仁
氏
か
ら
話
し
を

う
か
が
っ
た
。

　
こ
の
会
社
で
は
、
キ
ノ
コ
栽
培
技
術
を
応
用
し
た
製
品
開
発
・
栽
培

技
術
開
発
や
健
康
食
品
の
生
産
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　
秋
山
氏
の
説
明
の
後
、
本
社
か
ら
研
究
所
へ
移
動
し
、
実
際
に
キ
ノ

コ
栽
培
の
現
場
見
学
を
行
っ
た
。
　
特
に
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
応
用

し
た
装
置
を
導
入
し
て
栽
培
す
る
キ
ノ
コ
は
、
通
常
の
栽
培
日
数
︵
90

日
〜
１
０
０
日
︶
よ
り
大
幅
に
日
数
の
短
縮
︵
60
日
程
度
︶
が
図
れ
る

こ
と
か
ら
、
生
産
の
効
率
性
も
高
く
、
品
質
も
格
段
に
良
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
様
に
栽
培
さ
れ
る
﹁
甲
斐
の
ア
ワ
ビ
茸
﹂
は
ラ
ッ
ト
を
使

っ
た
実
験
で
も
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
体
重
減
少
、
肝
脂
肪
の
改
善

が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
健
康
食
品
と
し
て

注
目
を
集
め
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
ス
ー

パ
ー
や
一
般
食
料

品
店
で
は
現
状
、

販
売
さ
れ
て
い
な

い
。

　
会
社
見
学
会
の

開
催
後
、
笛
吹
市

石
和
町
の
ホ
テ
ル

千
石
に
会
場
を
移

し
、
新
春
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
参

加
し
た
会
員
は
親

睦
と
交
流
を
深
め

て
い
た
。

　
２
月
10
日
に
湯
村
温
泉
に

お
い
て
、﹁
味
噌
づ
く
り
体
験

＆
イ
チ
ゴ
狩
り
・
風
林
火
山
博
﹂

︵
主
催
‥
甲
府
市
︶
が
開
催
さ

れ
、
県
外
よ
り
20
名
、
県
内
よ

り
８
０
名
、
計
１
０
０
名
の

方
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
五
味

醤
油
等
の
指
導
に
よ
る
﹁
味

噌
づ
く
り
﹂
を
体
験
し
、
熟
成

し
た
味
噌
を
家
庭
で
味
わ
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
湯
村
温

泉
に
入
浴
し
、
温
泉
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
昨
年
に
続
き
開
催
さ

れ
た
。

　
前
日
か
ら
の
雨
が
心
配
さ
れ
た
が
、
陽
春
と
も
い
え
る
好
天
の
中
、

体
験
者
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、説
明
を
聞
き
な
が
ら
味
噌
づ
く

り
を
行
っ
た
。初
め
て
の
経
験
の
方
が
多
く
、悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
て
く
る
と
、
思
い
思
い
の
工
夫
を
し
、
楽
し
み
な
が
ら
作

業
を
行
っ
て
い
た
。

　
終
了
後
に
は
、湯
村
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
組
合
員
が
温
泉
街
周
辺

で
収
穫
さ
れ
た
食
材
に
よ
る
郷
土
料
理
の﹁
ほ
う
と
う
﹂や﹁
お
む
す
び
﹂、

﹁
お
漬
け
物
﹂を
提
供
し
、参
加
者
と
交
流
を
行
っ
て
い
た
。

　
満
腹
に
な
っ
た
後
は
、バ
ス
で
移
動
し
、﹁
甲
斐
の
国
　
風
林
火
山
博
﹂

の
見
学
、旬
の﹁
イ
チ
ゴ
狩
り
﹂体
験
を
行
い
、最
後
に
は
、湯
村
温
泉
の

温
泉
手
形
の
利
用
に
よ
る
入
浴
を
行
う
な
ど
、参
加
者
は
春
の
一
日
を

満
喫
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

食
育
・
地
産
地
消
・
歴
史
・

文
化
学
習
・
観
光
振
興

と
一
石
五
鳥
の
効
果

と
行
政
と
温
泉
業
者
、

味
噌
製
造
業
者
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
来
年
度
以
降
も

継
続
実
施
し
て
い
く

必
要
性
の
あ
る
有
意

義
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
。
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組合事務組 務局

協同組合山梨県流通センター協同組合山梨県流通センター協同組合山梨県流通センター
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設立／昭和48年5月17日
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組合員数／67人　職員数／6人　

出資金／365,580千円

TEL／055-273-4711　FAX／055-273-4713

URL／http://ryutsucenter-yamanashi.jp/

インターネットショップ「生活改善委員会」イ

URL／http://www.rakuten.co.jp/yamanashi/

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
会
館
や
倉
庫
、
駐
車
場
な
ど
の
管
理
を
は
じ
め
、
労
働
保
険

事
務
組
合
、
E
T
C
割
引
、
各
種
事
務
代
行
、
研
修
・
福
利
厚
生

事
業
、
及
び
法
律
、
簡
易
経
営
相
談
の
受
付
窓
口
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
人
々
と
の
交
流

と
利
益
還
元
を
目
的
に
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
組
合
イ
ベ

ン
ト﹁
セ
ン
タ
ー
で
バ
ザ
ー
ル
﹂
は
毎
年
大
盛
況
で
す
。

　
事
業
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
が
構
成
す
る
委
員
会
や
部

会
、
青
年
部
﹁
L
o
m
a
の
会
﹂
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
目
下
の
と
こ
ろ
重
点
事
業
で
あ
る
﹁
団
地
再
整
備
事
業
﹂

の
基
本
計
画
策
定
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
﹁
生
活
改

善
委
員
会
﹂
の
運
営
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
組
合
事
業
の
運
営
補
助
を
は
じ
め
、
展
示
場
、
会
議
室
等
組

合
施
設
の
貸
出
管
理
、
J
R
チ
ケ
ッ
ト
、
生
花
の
斡
旋
、
切
手
、

印
紙
等
の
販
売
業
務
、空
き
施
設
対
策
、セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
通
信
で
の
情
報
提
供
、
認
定
職
業
訓
練
校
と
し
て
の

各
種
研
修
講
座
の
開
催
、
組
合
イ
ベ
ン
ト
﹁
セ
ン
タ
ー
で
バ
ザ

ー
ル
﹂
を
は
じ
め
各
種
講
演
会
、
研
修
会
の
企
画
実
施
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
管
理
な
ど
で
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
？

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
施
設
が
相
当
年
数
を
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
随
所
に
保

守
管
理
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
局
で
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
幅
広
い
知
識
を
必
要

と
す
る
た
め
、
日
々
知
識
を
深
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
の
一
体
性
維
持
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
組
合

イ
ベ
ン
ト
﹁
セ
ン
タ
ー
で
バ
ザ
ー
ル
﹂
な
ど
多
く
の
組
合
員
企

業
、
従
業
員
の
参
画
を
見
込
め
る
催
事
を
更
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
趣
味
は
？

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
趣
味
で
、
多
種
多
様
な
草
花
を
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
が
、
結
局
最
後
は
バ
ラ
に
は
ま
り
ま
し
た
。
バ
ラ

作
り
を
始
め
て
５
年
に
な
り
ま
す
が
、
手
造
り
ガ
ー
デ
ン
は

い
つ
の
間
に
か
１
０
０
種
余
り
に
な
り
、
休
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環
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迎
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台
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「地域活性化に貢献する県内唯一の卸売団地です。」

Study
roomStudy
roomStudy
room

使用人兼務役員の昇格

Q

A

　当組合の事務局長は、組合の理事でもあり使用人兼務役
員として現在、役員報酬は無報酬とし使用人部分の給与の
みを支給されています。
　この度総会において、常務理事に昇格させることを検討

しています。職務の内容はほとんど変わりないので、従来と同様の
方法で経理処理をしてもよろしいですか。

　法人税において、使用人兼務役員とは、役員のうち部長、課

長その他法人の使用人としての職制上の地位を有し、かつ、常

時使用人としての職務に従事する者をいいます。ただし、次に

掲げる役員は、その性質上使用人兼務役員の範囲から除かれ

ています。    

（1）理事長、専務理事、常務理事、清算人その他これらの者に準ずる役員

（2）監事

　質問の場合、事務局長として職制上の地位を有しているので、現在は使用

人兼務役員としての地位が認められているところでありますが、常務理事

への昇格ということですから、上記によって使用人兼務から除かれること

になります。このために使用人兼務役員から除かれることになります。この

ために使用人兼務役員として、組合がこれまで支給してきた使用人分の給

与の損金算入は、常務理事への昇格後は認められないことになります。従っ

て、従来の役員報酬部分の無報酬という決定は改定しなければならないこ

とになります。

　ところで、役員報酬の損金損入の問題ですが、役員報酬のうち不相当に高

額な部分の金額（以下「過大報酬額」といいます。）は損金に算入されません。

この過大役員報酬とは、次の（1）又は（2）の金額であり、（1）又は（2）の双方

に該当する場合には、いずれか多い方の金額をいうことになっています。

　

（1）役員報酬の額が、その役員の職務内容、法人の収益及び使用人に対する

給料の支給状況、同業種同規模法人の役員報酬等に照らして、その役員

の対価として相当であると認められる金額を超える場合のその超える

部分の金額

（2）定款の規定、総会の決議等で役員報酬の支給限度額を定めている法人が

支給した役員報酬の支給額が、その事業年度に係る報酬の支給限度額を

超える場合のその超える部分の金額（形式基準）　　

　この場合、形式基準によって過大報酬額となるかどうかは、組合の定款の

規定又は、総会の決議等によりどのように定められたかによります。

　例えば、年額で定められていれば年額で、月額で定めらていれば月額で、

また役員ごとに定めれている場合は、役員ごとに判定することになります。

　質問の場合は、前述の通り役員報酬の無報酬を改定しなければ全額が過

大報酬額として、損金不算入となります。従って昇格する前に総会を開催し、

理事の役員報酬支給限度額を改定しておく必要があります。

山梨県流通センターは、
昭和48和 年に設立され昭和8 52和 年に第一次入居を開始、2

。県内唯一の卸売団地として名実ともにその役割を果たしてきた。
経営環境の大変革期にある中、「団地再整備事業」や
インターネットショップへの出店など
時代の変革に沿った新しい試みに取り組んでいる。
今回は、事務局の石田専務にお話を伺いました。

事務局　専務理事：石田　彌さん
わたる
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新年互例会を開催

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝
わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

山梨大学　研究室訪問 第11回

ただいま、研究ただいま、研究中!ただいま、研究中!
“まちづくり”にアートの感覚を活かす
～住民とアーティストと行政による“まちづくり”の取り組みを～

●「デザイン」や「まちづくり」に関するご相談がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

井坂
健一郎
先生
（教育人間科学部美術教育講座　助教授）

実際の風景とデザイン提案のひとつ

●山梨県中小企業組合等事務連絡協議会
（旧山梨県中小企業団体事務長会）

　山梨県中小企業組合等事務連絡協議会（菅原五男会長）は、2月19日（月）ロイヤルガーデンホテルに於いて

新年互例会を開催した。



　1部の講演では、講師に羽中田昌氏（サッカー指導・解説者）を招き「サッカーからの贈り物」の演題で講演が

なされた。



　講師自らが歩んだサッカー人生、指導者への夢を追い求めたスペイン留学時の思

い出、Ｊリーグ監督への目標のため取得した日本サッカー協会Ｓ級ライセンス羽中

田氏の熱き語らいを、興味深く聴講した。



講演終了後、事務連絡協議会菅原五男会長の挨拶、山梨県中小企業団体中央会宮川

睦武会長の祝辞をいただいた後、今年度受賞者（県又は国の表彰）の会員に対し、記

念品の贈呈を行った。



　今年度は、菅原五男氏が新会長に根津強太郎氏が新副会長に就任し新しい体制で、

会の名称変更や規約の改定、昨年初めて実施したグランドゴルフの開催と活性化の

ための努力を行ってきた。



　今回の互例会の席上会員各位より今後の会の運営、事業などの話し合いが活発に

行われ、有意義な新年互例会であった。講演する羽中田氏
祝辞を述べる宮川会長

■美術や芸術というと何か特別な分野に思えてしまうの
　ですが
　芸術というと、絵画や彫刻などの作品を思い起こしがち

ですが、工芸やデザインなども含むと、生活に密着した分

野ともいえるのです。

　何かを見て美しいと思ったり、家のデザインや部屋のレ

イアウトをこんな風にしたいと思う美的感覚は誰でも持

っているものです。また、日本は、文房具などの身近な日用

品のデザインが優れており、日常生活の中で芸術に触れて

いるともいえます。

■美術のなかで取り組んでいる分野はなんですか
　学生時代は油絵専攻に所属していたのですが、その頃か

ら「インスタレーション」という分野にも取り組んでおり、

アーティストとして個展なども開いています。

　「インスタレーション」とは、場所や空間全体を作品とし

て体験してもらうという表現形式で、空間造形的な要素を

含んでいます。絵画や彫刻は作品そのものを見て楽しむも

のですが、インスタレーションは空間全体を造形するため、

鑑賞者が体験して楽しめるアート作品から、住空間や都市

空間にも展開することができる芸術です。

　例えば、部屋のカーテンの色や家具の配置を替えて生活

に変化や潤いを与えようとすることもインスタレーショ

ンのひとつといえるかもしれません。

■「まちづくり」に取り組んでいるとお伺いしましたが
　２年ほど前から富士河口湖町の船津地区の地元住民か

らの依頼を受けて、地域資源を利用した“まちづくり”プロ

ジェクトに参加しています。

　具体的には、「観光客も住民も楽しめる街」を目標に、船

津地区の湖畔につながる街中のみちを、インスタレーショ

ンの発想を活かしながら住民の皆さんと一緒になってデ

ザインを考えました。歩道に地域資源である溶岩プレート

を利用するなど地域の特色を活かした“まちづくり”が進

んでいます。

■美術の視点から見て“まちづくり”に必要なことは
　愛着がもてる“まちづくり”には、住んでいる人の美的感

覚を取り入れていくことが大切です。例えば、街中や公園

などに設置するものに子どもや住民から公募したデザイ

ンを採用して作品化することことで、愛着のあるモニュメ

ントとすることができます。

　もう一つ、“まちづくり”は、住む人や訪れる人にとって

居心地がよく、時間をかけて創り上げていくものです。

　これまでの“まちづくり”では、機能性や利便性が優先さ

れ、せっかく芸術作品を設置しても街に馴染まず浮いてし

まっている感じのものが多くみられます。これからは、芸

術をうまく取り入れながら、「その街全体としての美的価値」

を高めていくことが大切です。

　カラーコーディネートだけでも見る人の気持ちを随分

と変えることができます。行政計画による“まちづくり”に、

美的価値をプラスするために、アーティストの発想や専門

知識がお役に立てると思います。

　そのためには、計画立案する行政と、地域住民、アーティ

ストとが信頼関係を持って“まちづくり”に取り組める体

制づくりが必要だと思います。
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情報BOX

●高齢者を自ら教育し、活用してみませんか。

シニアワークプログラムのご案内

詳細・お問合わせ

JICA青年海外協力隊 募集

　おおむね55歳以上65歳未満の就職希望者に、
必要な技能講習を実施したのち、雇用が行える業
界団体を募集しています。

　シニアワークプログラム事業は、高齢者の就職に向け
た「技能講習会」を開催し、講習修了者と企業との「合同
面接会」の開催によって、就職の促進を図るもので、平成
18年度は、「タクシー乗務員」、「フォークリフト運転者」、
「警備業務員」などの養成コースを開催しています。

●事業実施の要件は、
　「技能講習会」の講師は、業界団体等から派遣していた
だきます。
　「合同説明会」へは、業界団体等の構成企業で求人募集
を行っている企業に参加していただきます。
　「技能講習会」及び「合同説明会」の開催に伴う費用は、
山梨県シルバー人材センター連合会が予算の範囲内に
おいて負担します。

お申込・お問い合わせ 山梨県中小企業団体中央会　労働課　Tel.055-237-3215

さあ、世界へ挑戦!

青年海外協力隊とは？
●20～39才の健康な若者が、自分の持っている知識・技術・
経験を活かして、発展途上国の人づくり・国づくりに貢
献するという、JICA事業のひとつです。

●派遣国の人々と同じ言葉を話し、同じ物を食べ、生活を
共にしながら自分の持っている技術の指導をします。

　（シニア40歳～69歳迄同時募集をしております）

募集期間　毎年春・秋と2回あり、
　　　　　19年度春s4月10日～5月25日
　s募集説明会　4／21(土) 
　　①10:30～　シニアボランティア　
　　　　　　　　国際交流センター於
　　②14:00～　青年海外協力隊　国際交流センター於
　s募集説明会　5／10（木）　18:30～ 
　　　　　　　　青年海外協力隊　国際交流センター於

派遣期間　派遣前訓練2ヵ月半（任国事情・語学訓練など）
　　　　　＋2年間の派遣。
派 遣 国　アジア・アフリカ・中南米・南洋州などの発展
　　　　　途上国、約70カ国。
募集職種　教育文化・農林水産・加工・保健衛生・スポーツ
　　　　　等120職種ほど。
条　　件　健康体が第一、技術と基本英語の選考試験は
　　　　　ありますが
経　　費　渡航手当て・派遣国での生活手当てや住居な

　　　　　ど支給されます。
　　　　　帰国後の活動費として帰国時に派遣期間積み
　　　　　立てられた積立金が支給されます。

JICAって？
　「ジャイカ」と読んでください。独立行政法人国際協力
機構の略称です。

　平和で豊かな世界の実現を目指し、開発途上国の社会・
経済が自立的・持続的に発展できるよう、国づくりを担
う人材の育成を中心にさまざまな国際協力活動を実施
しています。

120職種程ある中の、特に次の22職種について重点
的に募集活動をしています。気軽に相談して下さい。
電子機器、自動車整備、服飾、作業療法士、理学療法士、
養殖、木工、その他養護、音楽、理数科教師、体育、柔道、
空手道、家政、幼児教育、栄養士、保健師、助産師、臨床
検査技師、、獣医師、家畜飼育、衛生、野菜等
　
JOCAって？
　「ジョカ」と読んでください。（社）青年海外協力協会の
略称です。

　日本の国際化を考え、海外で暮らした経験と多種多様
なネットワークを生かし、地域社会に根ざした公益事
業を行う団体です。

　今回はJICAの青年海外協力隊募集のお手伝いをさせて

●JICA推進員…055-228-5419（国際交流センター）　
●（社）青年海外協力協会　（JOCA）oubosoudan@joca.or.jp
●重点職種相談員　携帯090‐1888‐1385（松本公夫）　E-MAIL nrｈ04593@nifty.com 
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来月４月１日から改正組合法が施行さ
れます。改正後の組合運営について留
意点を先月号で掲載しましたが、今月
号の２面では年度末終了後のスケジュ
ールを掲載しました。ご不明な点は、当
会までお問い合わせ下さい。

　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ
編集班までお寄せ下さい。

TEL 055-237-3215  
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記

平成19年２月１日発行の中小企業タ

イムズ２月号における訂正とお詫び

●先月号3面に掲載の「業界の声」
　　都留機械金属工業（協）
　　　（誤）　藤江　厚夫幸
　　　　　　　　↓
　　　（正）　藤江　厚夫　
謹んで関係者ならびに読者の皆様に

お詫び申し上げます。

訂正とお詫び

石和温泉健康増進プラン
　石和温泉旅館協同組合では、温泉を活用し、豊かな自然環境を組み合わせた、滞在型の「温泉健康増進入浴モデル事業」に取り組んでいます。
　この事業は、健康志向の人々を新しい顧客層として、既存の観光とは異なる、新しい観光事業として定着を図ることを狙いとして実施する
ものです。
　石和温泉では、全国に先駆けて「温泉利用プログラム型健康増進施設」の認定をうけ、温泉入浴指導員の養成、ヘルシーメニューの考案、体験
モデルプランを作成しており、今回は特別価格にてモニター参加者を募集します。

日　　時　平成19年4月4日（水）午後2時～
　　　　　　　　　　　6日（金）午前10時（2泊3日）
場　　所　笛吹市   石和温泉   モデル事業参加旅館・ホテル
参 加 費　モニター特別料金　26,000円（税込み）
募集人員　50人（先着順）
主　　催　山梨県旅館生活衛生同業組合石和支部
日　　程
　■4月4日（水）
　　●健康チェック（身長、体重、血圧などの測定）
　　●健康づくり講習会（温泉、食事、運動の説明）
　　　（講師はスポーツ健康運動指導士、管理栄養士など）
　　●ワインセミナー
　　●温泉入浴
　　●夕食（ヘルシーメニュー）
　　●夕食後、「石和温泉芸妓みこし・花みこし」見物に参加
　■4月5日（木）
　　●早朝散歩
　　●朝食（ヘルシーメニュー）
　　　sコース：釈迦堂博物館.../金川の森エリア（コース説
　　　　　　　　明とウォーキング指導）/聖牛/甲斐国分寺/経塚

　　　　　　　　古墳/さくらの森（昼食）.../岡・銚子塚古墳
        　　※雨天の場合は、温泉プールで水中ウォークや体操等を実施
　　●温泉入浴（指導員による健康チェック）
　　●夕食(ヘルシーメニュー)
　　●夕食後、「石和よさこいよっちゃばれ祭り」見物に参加
　■4月6日（金）
　　●早朝散歩　　
　　●朝食(ヘルシーメニュー)
　　●モニター報告会
　　●解散
参加条件　積極的な健康習慣を学習したい方で、ウォーキングの  
　　　　　参加、モニターに協力できる方（高校生以上を対象）
服 装 等　ウォーキングができる服装・靴及び水着を持参
問い合せ　〒406-0031　笛吹市石和町市部822
　　　　　石和温泉旅館協同組合
　　　　　TEL 055-262-3626　FAX 055-263-4812
Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.isawaonsen.or.jp/
E-ma i l　webmaster@isawaonsen.or.jp
申込方法　ＦＡＸまたはＥメールでお申し込み下さい。

モニター参加者募集モモニニタターー参参加加者者募募集モモ

（バス移動）

（バス移動）


